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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話機からの通話を録音するための通話録音用アダプタ装置において、
　アナログ音声データとデジタル音声データとの間の変換を行うＣＯＤＥＣと、
　デジタル音声出力電話機からの制御データにより送受話のデジタル音声データの入出力
タイミングを前記ＣＯＤＥＣに設定するデジタルＩ／Ｆ部と、
　通話録音用アダプタ装置が接続される電話機の種類をＣＰＵに設定する第１のスイッチ
と、
　前記ＣＰＵによる制御の下、通話録音用アダプタ装置がデジタル音声出力電話機に接続
される場合には前記ＣＯＤＥＣを通してアナログ音声データを入力し、一方、アナログ音
声出力電話機に接続される場合には直接にアナログ音声データを入するように切り替える
第２のスイッチと、
　前記ＣＰＵによる制御の下、録音媒体からのアナログ音声データを前記ＣＯＤＥＣ経由
でデジタル音声出力電話機、または直接にアナログ音声出力電話機へ出力する第３のスイ
ッチとを設け、
　前記ＣＰＵは、前記第１のスイッチの設定により、前記第２のスイッチおよび前記第３
のスイッチを前記ＣＯＤＥＣ側に切り換えることを特徴とする通話録音用アダプタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、電話機からの通話を録音するための通話録音用アダプタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図３は従来の通話録音用アダプタ装置の構成を示す（文献公知発明に係るものでない）
。この通話録音用アダプタ装置１００は、アナログ音声出力ボタン電話機２１からの音声
をカセットレコーダ６に録音し、またカセットレコーダ６に録音された音声をアナログ音
声出力ボタン電話機（以下、「ボタン電話機」と記す）２１で再生する。
【０００３】
　通話録音用アダプタ装置１００は、通話録音用アダプタ装置１００を制御するＣＰＵ２
と、送受話音声を２線４線変換する２線４線変換部３と、ボタン電話機２１からの音声と
ボタン電話機２１へのカセットコーダ６からの再生音のＯＮ／ＯＦＦを行うスイッチ４ａ
，スイッチ４ｂと、スイッチ４ｂを制御するための設定を行うスイッチ５を有する。
【０００４】
　ボタン電話機２１は、ボタン電話機２１を制御するＣＰＵ２２ａと、通信および音声信
号を処理する通信・音声用ＩＣ２２ｂと、通話を行うためのハンドセット２３，ヘッドセ
ット２４と、音声を集音するマイク２５と、音声を出力するスピーカ２６を備えている。
【０００５】
　図３において、ハンドセット２３を通して通話を行っている場合、アナログ音声データ
が通信・音声用ＩＣ２２ｂから通話録音用アダプタ装置１００へ送出され、アナログ音声
データはスイッチ４ａ，２線４線変換部３を経てカセットコーダ６に録音される。ヘッド
セット２４，マイク２５，スピーカ２６を使用し通話を行っている場合も同様にカセット
コーダ６に録音される。
【０００６】
　また、カセットコーダ６からの再生音を２線４線変換部３，スイッチ４ｂを通して通信
・音声用ＩＣ２２ｂに送出し、通信・音声用ＩＣ２２ｂからボタン電話機２１の通話相手
の上位装置に送出することも可能である。
【０００７】
　このとき、通話録音用アダプタ装置１００のＣＰＵ２は、ボタン電話機２１のＣＰＵ２
２ａからの制御データにより、送受話音声データをカセットコーダ６に送出する経路上の
スイッチ４ａのＯＮ／ＯＦＦ制御を行い、またスイッチ５による設定によりカセットコー
ダ６からの再生音を通話相手に送出する経路上のスイッチ４ｂのＯＮ／ＯＦＦ制御を行う
。
【０００８】
　上記従来技術は、ボタン電話機からのアナログ音声出力を録音するものであるが、デジ
タル回線上の通話音声を録音する技術も知られている（例えば、特許文献１参照）。この
デジタルオープンボイス装置は、要するに、デジタル回線の各チャンネル毎に通話音声を
監視するデジタルオープンボイス端末装置と、デジタル回線を介して得られる通話音声を
アナログ信号に変換するモニタライン回路と、デジタルオープンボイス端末装置によるチ
ャンネル毎に、モニタライン回路でアナログ返還された通話音声を録音する通話録音装置
と、モニタライン回路と通話録音装置とのインタフェース装置である録音装置アダプタと
を有する。
【０００９】
【特許文献１】特開平１０－１７３８２９（第１頁ー第４頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかし、上述した従来の通話録音用アダプタ装置（図３）は、接続するボタン電話機か
ら送受話音声をアナログデータで受信しており、通話音声をデジタル出力する電話機から
はＰＣＭインタフェースのデジタルデータのみで送受話音声が出力されるため、通話音声
をデジタル出力する電話機に接続する場合には録音不可能であり、近年普及してきたＩＳ
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ＤＮ回線等デジタル回線上の通話音声を録音するという要請に応じることができないとい
う問題点がある。
【００１１】
　また、特許文献１記載のデジタルオープンボイス装置では、デジタル回線上のデジタル
音声データを録音することができるが、既存のアナログ音声出力電話機には対応できない
という問題点がある。
【００１２】
　本発明の目的は、通話音声出力がアナログ方式とデジタル方式の両方の電話機にカセッ
トコーダを接続することで通話録音を可能にする通話録音用アダプタ装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の通話録音用アダプタ装置は、アナログ音声データとデジタル音声データとの間
の変換を行うＣＯＤＥＣ（図１の７）と、デジタル音声出力電話機（図１の１１）からの
制御データにより送受話のデジタル音声データの入出力タイミングをＣＯＤＥＣに設定す
るデジタルＩ／Ｆ部（図１,図２の６）と、通話録音用アダプタ装置が接続される電話機
の種類をＣＰＵに設定する第１のスイッチ（図１，図２の９）と、ＣＰＵによる制御の下
、通話録音用アダプタ装置がデジタル音声出力電話機に接続される場合にはＣＯＤＥＣ経
由でアナログ音声データを入力し、一方、アナログ音声出力電話機（図２の２１）に接続
される場合には直接にアナログ音声データを入するように切り換える第２のスイッチ（図
１，図２の８ａ）と、ＣＰＵによる制御の下、録音媒体（図１，図２の１０）からのアナ
ログ音声データをＣＯＤＥＣ経由でデジタル音声出力電話機、または直接にアナログ音声
出力電話機へ出力する第３のスイッチ（図１，図２の８ｂ）とを設け、ＣＰＵは、通話録
音用アダプタ装置が接続される電話機からの制御データと第１のスイッチの設定により、
第２のスイッチおよび第３のスイッチをＣＯＤＥＣ側に切り換えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように、本発明によれば、デジタル音声出力電話機が接続された場合には
ＣＯＤＥＣおよびデジタルＩ／Ｆ部を機能させてデジタル音声データをアナログ音声デー
タに変換して録音媒体への録音と録音媒体からの再生を行い、一方、アナログ音声出力電
話機が接続された場合にはＣＯＤＥＣおよびデジタルＩ／Ｆ部を機能させず直接に録音媒
体への録音と録音媒体からの再生を行うように、音声データの経路を切り換えることとし
たため、デジタル音声出力電話機とアナログ音声出力電話機いずれが接続されても通話の
録音をすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の通話録音用アダプタ装置は、アナログ音声データとデジタル音声データとの間
の変換を行うＣＯＤＥＣと、デジタル音声出力電話機からの制御データにより送受話のデ
ジタル音声データの入出力タイミングをＣＯＤＥＣに設定するデジタルＩ／Ｆ部を備えて
いる。
【００１６】
　そして、通話録音用アダプタ装置が接続される電話機の種類をＣＰＵに設定する第１の
スイッチと、ＣＰＵによる制御の下、通話録音用アダプタ装置がデジタル音声出力電話機
に接続される場合にはＣＯＤＥＣ経由でアナログ音声データを入力し、一方、ボタン電話
機に接続される場合には直接にアナログ音声データを入するように切り換える第２のスイ
ッチと、ＣＰＵによる制御の下、録音媒体からのアナログ音声データをＣＯＤＥＣ経由で
デジタル音声出力電話機、または直接にアナログ音声出力電話機へ出力する第３のスイッ
チとを設ける。
【００１７】
　ＣＰＵは、第１のスイッチの設定により、第２のスイッチおよび第３のスイッチをＣＯ
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ＤＥＣ側に切り換える。また、本発明の通話録音用アダプタ装置は、第４,第５および第
６のスイッチを備える。第４のスイッチは第６のスイッチを制御するための設定をＣＰＵ
に対して行う。第５のスイッチは、ＣＰＵによる制御の下、第１のスイッチを経由したデ
ジタル電話機、または直接のボタン電話機からのアナログ音声データを２線４線変換部経
由でカセットコーダへ出力するためのＯＮ／ＯＦＦを行う。
【００１８】
　第６のスイッチは、第４のスイッチによる設定がある場合に機能し、２線４線変換部か
らのアナログ音声データを第３のスイッチに出力する。第３のスイッチは、第１のスイッ
チによる設定に基づくＣＰＵからの制御により、第６のスイッチからのアナログ音声デー
タをＣＯＤＥＣとボタン電話機のいずれかに出力する。
【実施例１】
【００１９】
　次に、本発明の実施例について図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施例の通話録音用アダプタ装置１をデジタル音声出力電話機（以
下、「デジタル電話機」と記す）１１に接続した場合のブロック図であり、図２はボタン
電話機２１に接続した場合のブロック図である。
【００２１】
　図１および図２において、通話録音用アダプタ装置１は、通話録音用アダプタ装置１を
制御するＣＰＵ２と、送受話音声データを２線４線変換する２線４線変換部３と、６つの
スイッチ４ａ，４ｂ，５，８ａ，８ｂおよび９と、送受話音声のデジタルデータの入出力
タイミングを設定するデジタルＩ／Ｆ部６と、音声データのアナログ－デジタルまたはデ
ジタル－アナログ変換するＣＯＤＥＣ７ととを有し、送受話音声を録音するためのカセッ
トコーダ１０が接続される。
【００２２】
　通話録音用アダプタ装置１が接続されるデジタル電話機１１は、図１に示すように、デ
ジタル電話機１１を制御し通信および音声信号を処理するＣＰＵ・通信・音声用ＩＣ１２
と、通話を行うためのハンドセット１３，ヘッドセット１４と、音声を集音するマイク１
５と、音声を出力するスピーカ１６を有する。
【００２３】
　また、通話録音用アダプタ装置１が接続されるボタン電話機２１は、図２に示すように
、ボタン電話機２１を制御するＣＰＵ２２ａと、通信および音声信号を処理する通信・音
声用ＩＣ２３と、通話を行うためのハンドセット２４，ヘッドセット２５と、音声を集音
するマイク２６と、音声を出力するスピーカ２７を有する。
【００２４】
　ＣＰＵ２は、デジタル電話機１１のＣＰＵ・通信・音声用ＩＣ１２またはＣＰＵ２２ａ
からの制御データにより、送受話のアナログ音声データをカセットコーダ１０に送出する
経路上のスイッチ４ａのＯＮ／ＯＦＦ制御を行い、スイッチ５の設定によりカセットコー
ダ８からの再生音を通話相手に送出する経路上のスイッチ４ｂのＯＮ／ＯＦＦ制御を行う
。また、ＣＰＵ２はスイッチ９の設定によりスイッチ８ａ，スイッチ８ｂをＣＯＤＥＣ７
側に切り換える。
【００２５】
　スイッチ９は通話録音用アダプタ装置１が接続される電話機の種類（デジタル電話機１
１またはボタン電話機２１）をＣＰＵ２に設定する。また、スイッチ５はスイッチ４ｂを
制御するための設定をＣＰＵ２に対して行う。ＣＰＵ２は、これらの設定に基づいてスイ
ッチ８ａ，８ｂ，４ａおよび４ｂに対し所定の制御を行う。
【００２６】
　スイッチ８ａは、ＣＰＵ２による制御により、通話録音用アダプタ装置１がデジタル電
話機１１に接続される場合（図１）にはＣＯＤＥＣ７を通してアナログ音声データを入力
し、一方、通話録音用アダプタ装置１がボタン電話機２１に接続される場合（図２）には
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ボタン電話機２１から直接にアナログ音声データを入するように切り換える。
【００２７】
　スイッチ４ａは、ＣＰＵ２による制御の下、スイッチ８ａを経由したデジタル電話機１
１またはボタン電話機２１からのアナログ音声データを２線４線変換部３経由でカセット
コーダ１０へ出力するためのＯＮ／ＯＦＦを行う。
【００２８】
　スイッチ４ｂは、スイッチ５による設定がある場合に機能し、２線４線変換部３からの
アナログ音声データをスイッチ８ｂに出力する。スイッチ８ｂは、スイッチ９による設定
に基づくＣＰＵ２からの制御により、スイッチ４ｂからのアナログ音声データをＣＯＤＥ
Ｃ７（図１）とボタン電話機２１（図２）のいずれかに出力する。
【００２９】
　スイッチ８ｂは、ＣＰＵ２による制御の下、スイッチ４ｂからのアナログ音声データを
ＣＯＤＥＣ７経由でデジタル電話機１１、またはボタン電話機２１へ直接に出力する。
【００３０】
　以上のように、スイッチ８ａ，８ｂおよび９の機能により、通話録音用アダプタ装置１
がデジタル電話機１１に接続された場合にはＣＯＤＥＣ７経由の構成を形成し、一方、通
話録音用アダプタ装置１がボタン電話機２１に接続された場合であっても、図３に示した
従来の通話録音用アダプタ装置１００がボタン電話機２１に接続された場合と同様な構成
を形成することができる。
【００３１】
　図１に示すように、通話録音用アダプタ装置１がデジタル電話機１１に接続されて、ハ
ンドセット１３を通して通話を行っている場合、送受話のデジタル音声データはＣＰＵ・
通信・音声用ＩＣ１２から通話録音用アダプタ装置１へ送出され、通話録音用アダプタ装
置１内のＣＯＤＥＣ７でデジタルＩ／Ｆ部６によって作られたタイミングで受信される。
　ＣＯＤＥＣ７で受信された送受話のデジタル音声データはアナログ音声データに変換さ
れ、スイッチ８ａ，スイッチ４ａおよび２線４線変換部３を経由してカセットコーダ１０
に送出される。カセットコーダ１０は受信した送受話のアナログ音声データを録音する。
ヘッドセット１４またはマイク１５とスピーカ１６を使用し通話を行っている場合も同様
にしてカセットコーダ１０に録音される。
【００３２】
　カセットコーダ１０からの再生音のアナログ音声データは２線４線変換部３，スイッチ
４ｂおよびスイッチ８ｂを経由してＣＯＤＥＣ７に入力される。入力したアナログ音声デ
ータは、ＣＯＤＥＣ７でデジタル音声データに変換され、デジタルＩ／Ｆ部６で作られた
タイミングに乗せてＣＰＵ・通信・音声用ＩＣ１０に送出される。ＣＰＵ・通信・音声用
ＩＣ１２は、アナログ音声データをハンドセット１３，ヘッドセット１４またはスピーカ
１６や、デジタル電話機１１の通話相手に送出する。
【００３３】
　一方、図２に示すように、通話録音用アダプタ装置１がデジタル電話機１１に接続され
て、ハンドセット２３を通して通話を行っている場合、送受話のアナログ音声データは通
信・音声用ＩＣ２２ｂから通話録音用アダプタ装置１へ送出され、通話録音用アダプタ装
置１内のスイッチ８ａに直接に受信される。
【００３４】
　受信された送受話のアナログ音声データは、スイッチ４ａおよび２線４線変換部３を経
由してカセットコーダ１０に送出される。カセットコーダ１０は受信した送受話のアナロ
グ音声データを録音する。ヘッドセット２４またはマイク２５とスピーカ２６を使用し通
話を行っている場合も同様にしてカセットコーダ１０に録音される。
【００３５】
　カセットコーダ１０からの再生音のアナログ音声データは、２線４線変換部３，スイッ
チ４ｂおよびスイッチ８ｂを経由して直接に通信・音声用ＩＣ２２ｂに送出される。通信
・音声用ＩＣ２２ｂは、アナログ音声データをハンドセット２３，ヘッドセット２４また
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はスピーカ２６や、ボタン電話機２１の通話相手に送出する。
【００３６】
　なお、本発明が上記各実施例に限定されず、本発明の技術思想の範囲内において、各実
施例は適宜変更され得ることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の通話録音用アダプタ装置をデジタル音声出力電話機に接続した場合のブ
ロック図
【図２】本発明の通話録音用アダプタ装置をアナログ音声出力ボタン電話機に接続した場
合のブロック図
【図３】従来の通話録音用アダプタ装置の一例を示すブロック図
【符号の説明】
【００３８】
　１　　　　　通話録音用アダプタ装置
　２　　　　　ＣＰＵ
　３　　　　　２線４線変換部
　４ａ，４ｂ　スイッチ
　５，９　　　スイッチ
　６　　　　　デジタルＩ／Ｆ部
　７　　　　　ＣＯＤＥＣ
　８ａ，８ｂ　スイッチ
　１０　　　　カセットコーダ
　１１　　　　デジタル音声出力電話機
　１２　　　　ＣＰＵ・通信・音声用ＩＣ
　１３，２３　ハンドセット
　１４，２４　ヘッドセット
　１５，２５　マイク
　１６，２６　スピーカ
　２１　　　　アナログ音声出力ボタン電話機
　２２ａ　　　ＣＰＵ
　２２ｂ　　　通信・音声用ＩＣ
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